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令和２年度後期 『進路指導の予定と家庭での準備』 

 学校行事等 進路関係 家庭での準備 

10 
 

月 

前期終業式   10/7(水) 

秋季休業日 10/8(木)～11(日) 

後期始業式   10/12(月) 

体育祭       10/24(土) 

 
第２回進路説明会     10/3(土) 

→「進路のてびき２」配付 
 
第２回復習確認テスト  10/17(木) 
 
 
 

 

・高校の文化祭や見学会、入試説明会等が多数
開催される。志望候補の学校へ出かけて、最
新の募集要項など入手し、情報を収集する。 

◆志望校の入試過去問題集を入手し、実戦的な
学力を養成する。 

・推薦・推薦併願・一般受験や志望順位などを
具体的に考える。試験日程も考慮して志望校
を絞り込み、受験の計画を立ててみる。 

11 
 

月 

三者面談（３年のみ） 
10/29(木)～11/6(金) 

 
後期中間テスト 

11/13(金),14(土) 

「東京都立高等学校等募集案内」配布 

第２回三者面談   
10/29(木)～11/6(金) 

 

第４回進路希望調査  

◆ 後期中間テストの準備勉強に集中する。中
間テストがない教科でも、実技テストや提
出物などで最善を尽くす。 

・私立や都立の推薦受験や一般受験について具
体的な計画を立て、出願校を決める。 

12 
 

月 

三者面談（全校） 
11/30（月)～ 4(金) 

 
 
冬季休業始   12/26(土) 

調査書記載事項内容調査 

第３回三者面談（最終回） 
11/30（月)～ 4(金) 

私立入試相談(教員対象) 
12/15(金)～ 

・出願校を最終決定 

・中学校長に推薦依頼や調査書作成願を提出 

・自己ＰＲカード作成練習、面接準備と練習 

◆総まとめ・弱点の克服 

１ 

月 

授業開始     1/8(金) 

 

学習発表会(展示) 

1/21(木)～23(土) 

 

都立推薦・高専出願(郵送)  1/12(火) 

私立推薦出願    1/15(金)～ 

私立推薦入試・発表 1/22(金)～ 

私立一般出願    1/25(月)～ 

都立推薦入試    1/26(火)27(水) 

都立高専推薦入試  1/27(水) 

・私立推薦出願（期日が限られている） 

・私立推薦受験（面接等）・発表・手続 

・都立推薦出願（高専も同日程） 

・都内私立一般出願（近県の私立は別） 

・都立推薦（検査開始時刻は出願時に通知） 

 

２ 
月 

後期期末テスト 

2/26(金)～2/27(土) 

都立推薦・高専発表･手続 2/2（火) 

都立一次（分割前期･高専）出願(郵送) 

１/29（金)～2/4(木) 

私立一般入試･発表･手続     2/10(水)～ 

都立一次願書取り下げ・再提出 2/12(金) 

都立一次願書再提出      2/15(月) 

都立高専学力検査        2/16(火) 

都立高専発表･手続       2/19(金) 

都立一次学力検査        2/21(日) 

・都立推薦発表・手続 

・都立一次（分割前期・高専）出願 

＊都立と高専は別日程 

・私立受験・発表・手続 

＊取り下げ・再提出は、必要に応じて 

・都立一次（分割前期）受検 

３ 

月 

普通救急救命講習   3/ 9(月) 

修学旅行  3/12(金)～14(日) 

卒業式予行      3/17(水) 

卒業式準備      3/18(木) 

第71回卒業式     3/19(金) 

都立一次発表・手続       3/2(火)3(水) 

※私立二次募集（各学校の事情に応じて） 

都立二次(分割後期)出願(持参) 3/5(金) 

都立二次願書取り下げ     3/8(月) 

都立二次願書再提出      3/9(火) 

都立二次学力検査       3/10(水) 

都立二次発表・手続     3/16(火)17(水) 

・都立一次（分割前期）発表・手続 

・都立二次（分割後期）出願 

（以下、分割後期は二次と連動） 

 

 

・都立二次（分割後期）受検 

・都立二次（分割後期）発表・手続 
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Ⅰ 進路決定の時期を迎えて 

第一回進路説明会で配布した「進路のてびき１」では、進路を考える上で大切なことや進路に関する予定、進

学先や就職先の種類、入学選抜方法のあらまし、奨学金制度などについて述べました。この「進路のてびき２」

では、９月末までに明らかになった来春（令和３年度）の入試についての最新情報をもとに、具体的な入試

制度の説明や進路に関する情報の入手方法、進路選択から決定にいたるまでの具体的な筋道などについて述

べます。 

１ 具体的な進路決定へ  

 いよいよ具体的な進路決定の時期となりました。ここまで、高校や入試について、いろいろ考えたり調べ

たり、家の人と話し合って来たことと思います。さまざまな情報が入ってきて、逆に混乱してしまっている

かも知れません。 

 ここでもう一度、進路決定までの流れを確認しておきましょう。 

 

                   自分の希望や考え      

                 ・何のために高校へ行くのか  

                 ・高校で何をやりたいのか     

                 ・将来をどう考えるか     

 

     家族の願い                                                   自分の学力把握 

     さまざまな条件                                               勉強への姿勢 

 

                                     高校の情報収集 

                                 入試システムの理解   

 

                                                                        家族との相談 

                                                                        先生のアドバイス 

                                                                        自分の学力・適性 

                               志望校の絞り込み       

  高校に出かけて行って           ・行きたい高校の順番  

  自分の目で確かめる           ・推薦制度をどう使うか 

                     ・入試日程  

 

 

 

 

実際の入試へ 

 

 上の図のように、進路の決定までにはさまざまなことを考慮しなければなりません。後期に入り、これか

ら段階的にこのようなことを考えていくことになります。具体的に、いつ頃までにどのような準備をすれば

よいかを、前ページの『進路指導の予定と家庭での準備』に示しました。高校入試では、きちんとスケジュ

ールが決められているので、それを守らなければなりません。このことを第一に頭に入れておいて下さい。 

  さまざまな条件の中で、自分を最も活かせる進路を選択すること。それは、ただ「あの高校に入りたい」

というだけでは済みません。保護者や先生の意見はどうか、合格の可能性はどうか、もし不合格ならどうす

るかなど、あらゆる方向から考えることが必要です。それは、大人への大きな一歩となることでしょう。 
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２ 志望校を選ぶ 

 現段階で、すでにいくつかの志望校名があがっていることと思います。これからは、それらの学校を比較

検討し、さらに新たな学校を加えながら、志望校を絞り込んでいくことになります。 

 比較検討する内容や条件は、それぞれの家庭で違うでしょう。志望校選択に際して何を重視するか、この

点も重要なポイントです。さまざまな資料を参考にするとともに、最終的には必ず本人と保護者が足を運び、

自分の目で確認することが大切です。 

 次のような表をつくって、比較検討してみるのも良いでしょう。 
 
 

学校名     

 

通学時間 

    

授業内容 

    

部活動 

    

進路・進学 

    

雰囲気 

    

制服・生活 

    

施設・設備 

    

特色 

    

授業料・経費 

    

入試の難易度 

    

志望順位 
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私立は願書を各自で購入する。 

都立の願書は中学校で配布される。 

ただし、都立でも例外（※注釈）あり。 

受験料払込 

(願書提出時の

場合もある） 

願書提出（中学校で指定した日） 

・入学願書 

・調査書（中学校から厳封で渡される） 

・高校ごとに必要な書類（推薦書など） 

合格発表 

・見に行く 

・郵送 

・インターネット 

３ 進路選択に関する判断の時期 

 行きたい高校がいくつもある。どの高校を受験しようか迷う。推薦入試に挑戦しようかどうしようか。

両方受験したいが入試日が同じだ・・・等々、入試に迷いはつきものです。しかし、いつまでも迷って

いるわけにはいきません。いつまでに何を決めればよいかを、スケジュール表を見ながら考えておく必

要があります。 

 原則的な内容は次の通りです。 

(1) 受験校（私立の一般受験）および推薦制度（併願優遇含む）の最終決定は、基本的に12月の三者

面談時期とします。 

＊煩雑な事務手続を、間違いなく確実に行うための期限です。 

 (2) 12月の三者面談以降、私立の推薦・併願優遇については変更できません。 

 実際にはさまざまなケースが生じてくるので、学年の教員にご相談下さい。 

 

 
４ 志望校決定から入学手続きまで 

 

 

 

 

 

 

 ＊調査書作成願や推薦 

  に関する誓約書など 

  中学校長に提出。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※注意 

都立高校でも定時制課程単位制高校〔一橋、新宿山吹、浅草、荻窪、砂川〕

やチャレンジスクール〔六本木、大江戸、世田谷泉、稔ヶ丘、桐ヶ丘〕など

は、一般の都立高校の願書とは書式が違うため、生徒が志願する都立高校に

願書を取りに行かなければなりません。 

受験校決定 願書記入

（各自） 

受験票を 

受け取る 

受験票を持って

入試会場へ！ 

 

入学試験 

・学力検査 

・面接 

・作文 など 

入学手続き 

・入学確約書提出 

・入学金払込 

・制服採寸など 

・必要な場合は入学金

延納手続 
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５ 入試のシミュレーション 

 都立が第１志望で私立が第２志望、この高校が不合格だったらこの高校、２～３校受験してその結果で考

えるなど、いくつかの高校を組み合わせた受験を考えていることでしょう。下の図は、入試のシミュレーシ

ョン（模擬的な試行）をするためのものです。自分の受験計画を立てるときの参考になります。この流れを

よく考えて、志望の順位を決め、私立一般を複数受験する場合は入試日を確かめ、推薦制度を使うかどうか

を決め、具体的な学校名を当てはめて、さまざまなケースを考えてみましょう。 

 基本的には、次のような手順で考えるとわかりやすいと思います。 

 ① 都立を第１志望とするか私立を第１志望とするかを決める 

② 都立が第１志望でも、私立だったらここ、と私立の第１志望校を考える 

 ③ 優先順位が決まったら、推薦や併願優遇で受験するかどうかを決める 

 ④ それぞれ合格だった場合、不合格だった場合、どうするかを考えていく 

 ⑤ ただし、私立についても都立についても、推薦で合格した場合は必ず入学すること 

 ここで、「第１志望」と「推薦」の考え方が重要です。「推薦で合格できるのなら」という気持ちの第１

志望なのか、「何があってもこの高校」という第１志望なのかで変わってきます。また、第１志望以上に第

２志望を真剣に考えることも大切でしょう。 

 ・入試日程の順序を考え、どのような順序でどことどこを受験するかを考えます。 

 ・入試日程は、私立推薦→都立推薦→私立一般→都立一般（学力検査）の順です。 

 ・第１志望校が決まったら、推薦を受けるか受けないかを決めます。 

 ・私立も都立も、「推薦」とは「第１志望」であるということなので、推薦で合格したら必ず入学するこ

ととなり、他校は受験できません。 

  ・一般の場合は、私立一般で合格しても、都立一般の結果を見てから入学するかどうかを決めることがで

きます。ただし、私立高校の入学金の納付期限や延納の手続きなどを確認する必要があります（手続き

をすれば都立合格発表まで待ってくれる高校が多いですが、そうでない私立もあります）。 

 ・都立一般は、願書を提出しても、一度だけ受験校を変更することができます。 

第1志望は 

都 立 

私 立 

都立推薦 

私立推薦 

私立(併願優遇) 

私立（一般） 

私立一般 

都立学力検査 

都立学力検査 

都立二次 

都立二次 

私立二次 

私立二次 

進学 

進学 

進学 

進学 
延納手続（進学） 

進学 

流れ 

合格 

不合格 
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Ⅱ 東京都立高等学校入学者選抜について 

１ 都立高校入試の流れ 

 都立高校の入試には、推薦、第一次募集（分割前期）、第二次募集（分割後期）の３つの段階があります。 

（１）推薦に基づく選抜（※この冊子の中では「都立推薦」「推薦入試」と呼ぶこともあります。） 

   学力検査を行わず、調査書、面接、作文、自己ＰＲカード、その他各高校が独自に決めた内容と基準

で選抜を行うものです。募集人員の一部（学科によって募集人員に対する対象人員枠の割合は20％～50

％と異なります）を合格者として選びます。推薦で合格したらすぐに入学手続きをし、私立を含め他の

高校を受験することはできません。例年、たいへんな高倍率となり、狭き門ですが、推薦で不合格でも

同じ都立高校をこの後の「学力検査に基づく選抜」（都立一次）で受検することができます。 

（２）学力検査に基づく選抜（第一次募集・分割前期募集）  （※この冊子の中では「都立一般」

「一般入試」または「第一次募集」「都立1次」「分割前期」と呼ぶこともあります。） 

   いわゆる都立の一般入試です。学力検査や調査書を点数化して選抜が行われます。一部の学校では、

学力検査や調査書に加えて面接や作文、実技検査の結果なども点数化されます。最初から定員を分割し

て募集する場合は「分割前期」とも呼ばれます。合格しても入学するかしないかは選択できますが、合

格した場合は、この後実施される都立の第二次募集を受けることはできません。 

（３）学力検査に基づく選抜（分割後期募集・第二次募集） 

（※この冊子の中では「分割後期」や「第二次募集」「都立二次」と呼ぶこともあります。） 

      あらかじめ定員を分割して募集する「分割後期」の高校と、第一次募集で定員に満たなかった高校だ

けが実施します。第一次募集と第二次募集とでは、同じ高校でも学力試験の内容や調査書の配点、面接

の有無などが違ってくるので注意が必要です。また、第一次募集で定員に満たない高校というのは数が

非常に少なく、募集人数も一ケタ程度で、たいへんな高倍率になります。 

   都立高校のポイントは、それぞれの段階ですべて受検日が同じために、１校しか選べないというとこ

ろです。第１志望校が都立ならば勝負を賭けるか、確実に合格できる都立を押さえるか、また、私立高

校との兼ね合いなどを考えます。 

 

  合格（必ず入学する） 

 

             不合格     

 

 

      合格・手続 

  

 

不合格             ＊ 都立高校は一度合格すると、他の都立を受けることは 

                                      きません。一次合格者は二次募集には出願できません。 

                        この時点ですでに他の私立高校に入学手続きを終えている 

人は、分割後期や第二次募集への出願は遠慮しましょう。 

 

       合格・手続き 

 

都立推薦 

第一次募集 

分割前期 

第二次募集

分割後期 

 

※ この間に私立一般入試 
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２ 都立高校の応募資格（全日制の学力検査に基づく選抜の場合より一部抜粋） 

（１）令和３年３月に東京都内の中学校を卒業する見込みの者 

（２）中学校を卒業した者 

（３）保護者と同居している者で、令和２年12月31日に都内に住所を有し、入学後も引き続き都内から通

学することが確実な者 

（４）何らかの理由で上記の条件に当てはまらない場合でも、別に定める条件をみたせば、具申書等を提

出することによって応募することができる 

３ 推薦に基づく選抜（一般推薦および文化・スポーツ等特別推薦） 

（１）推薦入試について 

   推薦入試（正式には「推薦に基づく選抜」）では、中学校長の推薦に基づき、調査書、自己ＰＲカー

ド、面接、その高校独自の内容（小論文、作文、実技検査など）により、総合的に判断して合格者を選

びます。学力検査は行わず、学力検査では評価しにくい本人の意欲、適性、能力などを評価しようとい

う趣旨です。「一般推薦」のほか、学校によっては、「文化・スポーツ等特別推薦」も実施します。 

 

（２）日程 
 
 事  項 日       時  

出  願 
令和３年１月１２日(火)から１月１５日（金）まで 

郵送（上記出願受付期間に、都立高校が指定する郵便局に必着（郵便局留）により受付 

面接・実技検査等 
令和３年１月26日(火) 

（ただし、１月27日(水)に実技検査等を実施する高校もある。） 

合格者の発表 令和３年２月２日(火)  午前９時 

入学手続 
令和３年２月２日(火)  午前９時～午後３時 

２月３日(水)  午前９時～正午 

 

（３）推薦基準 

推薦入試については、各高校で「推薦基準」を定めており、その基準を満たしていることが受検の条

件となります。都立高校の推薦基準は私立の推薦基準とは異なり、具体的な成績の数値などはありませ

んが、推薦書や自己PRカード、面接、作文などで基準に合っているかどうかが試されるところです。 

推薦基準は高校によって違いますが、一例を挙げると下記のような内容です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上は高校側の基準ですが、推薦入試は「人物的に保証できるので推薦します」ということですから、

推薦入試の受検者は中学校側が人物的に責任を持って推薦した生徒であるということになります。最終

的には中学校長が「責任を持って推薦する」という印を押すことになりますので、生徒の方も責任を負

う部分があるということをご承知おきください。 

 

本校の教育方針をよく理解し自己を向上させる努力のできる者で、かつ次のア～エの 

すべてに該当する者。 

  ア 本校志望の意志が固く、高校生活に対して明確な目的意識をもっている者。 

  イ 出席状況が良好で、基本的生活習慣が身に付いている者。 

  ウ 自ら学ぶ意欲が旺盛で、中学校での学習成績が特に良好な者。 

  エ 生徒会活動や部活動、学校行事などに積極的に参加し、貢献したと認められる者。 
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（４）出願手続 

   願書提出に際しては次の書類が必要となります。 

      ・入学願書････都立高校の願書は中学校で配布します（例外はP4参照）。 

必要事項を書き込んで写真を貼り、校長先生の印をもらいます。また、入学考査料 

(全日制2,200円 定時制単位制950円)を金融機関に払い込んで、その領収書を裏面に

貼ります。 

   ・調査書･･････ 中学校での成績や活動の記録を記載したもので、中学校の先生が作成し、封筒に入

れて厳封して渡します。生徒や保護者が開封してしまうと出願できません。調査書に

記載された内容については、別途通知します。 

   ・自己ＰＲカード 

        ････ 入学を希望する理由（その学校に入学したい理由と入学してから自分が取り組みた

いと思うことなど）、中学校生活の中で得たこと（中学校生活の中で自分が特に伝え

たいことを学校内外で体験したことから選び、そこから自分が得たことについて具体

的に記入）、高校卒業後の進路（将来の夢や目標、なりたい職業などについて自分が

考えていることを具体的に記入）を本人が自筆で記入します。入学を希望する理由は、

各高校が示している「本校の期待する生徒の姿」が参考になります。自己ＰＲカード

に記入した内容は、面接で参考にされたり、選抜の資料として利用されたりします。 

      ・推薦書･･････ 中学校の先生が作成し、中学校長が確認して押印します。 

以上の書類を高校に提出し、「受検票」をもらいます。その「受検票」を持って面接・実技検査等を

受けます。 

 

（５）選抜の方法 

   ・調査書における必修教科の「観点別学習状況の評価」（通知表でＡＢＣで表記されている部分と同

様）または「評定」（５段階評定、９教科）のどちらか一つを「調査書点」として点数化します。 

   ・「観点別学習状況の評価」を「調査書点」として点数化する学校の場合には、各高校で決めた方法

によって点数化して資料とします。以下、（例） 
 

 

 

 

 

 

国語 社会 数学 理科 音楽 美術 
 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

関 
心 
・ 
意 
欲 
・ 
態 
度 

話 
す 
・ 
聞 
く 
能 
力 

書 
く 
能 
力 

読 
む 
能 
力 

知 
識 
・ 
理
解 
・ 
技
能 

関 
心 
・ 
意 
欲 
・ 
態 
度 

思 
考 
・ 
判 
断 
・ 
表
現 

資 
料 
活 
用 
の 
技 
能 

知 
識 
・ 
理 
解 

関 
心 
・ 
意 
欲 
・ 
態 
度 

数 
学 
的 
な 
見 
方
や
考
え
方 

数 
学 
的 
な 
技
能 

知 
識 
・ 
理 
解 

関 
心 
・ 
意 
欲 
・ 
態 
度 

科 
学 
的 
な 
思 
考・ 
表
現 

観 
察 
・ 
実 
験 
の 
技 
能 

知 
識 
・ 
理 
解 

関 
心 
・ 
意 
欲 
・ 
態 
度 

音 
楽 
表
現
の
創
意
工
夫 

表 
現 
の 
技 
能 

鑑 
賞 
の 
能 
力 

関 
心 
・ 
意 
欲 
・ 
態 
度 

発 
想 
や 
構 
想 
の 
能 
力 

創 
造 
的 
な 
技 
能 

鑑 
賞 
の 
能 
力 

Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｃ 

５ ５ ３ ３ ５ ５ ５ ３ ５ ３ １ ３ ３ ５ ３ ３ ５ ３ ３ ５ ５ ３ ５ ３ １ 
 

       ＊ 例えば、Ａを５点、Ｂを３点、Ｃを１点として点数化します。どの教科のどの観点を重視する

かは、高校によって違います。 
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      ・面接の結果も面接点として点数化されます。また、小論文や作文、実技検査を実施する高校では、

これらの結果も点数化されます。 

   ・面接の中で、「パーソナル・プレゼンテーション」と呼ばれる形式を実施する高校があります。こ

れは、与えられた時間の中でスピーチをしたり特技を披露したりして、自分をアピールするものです。

また、面接の中で「英語による問答」を実施する高校もあります。 

      ・各高校がどのような選抜方法を実施するか、どのような点数配分をするかは、「入学者選抜実施方

法一覧」として公表されますので、参考にして下さい。 

 

（６）文化・スポーツ等特別推薦 

    平成16年度入試から、文化・スポーツの分野で卓越した能力を持つ生徒について、従来の推薦枠の中

に特別枠を設ける、「文化・スポーツ等特別推薦」が始まりました。 

     これは、実施する高校があらかじめ募集する分野、推薦の基準、定員、入学後の目標等を発表し、自

己ＰＲカードや面接・実技等によって選抜するものです。しかし、定員は非常に少なく、推薦の基準も

かなり高度な内容になっています。 

   この「特別推薦」を受けるには、願書や自己ＰＲカードのほかに、「文化・スポーツ等特別推薦書」

と、活動の実績等を証明する書類等の写しが必要となります。※今年度は不要 

また、同じ高校で、この「特別推薦」と「一般推薦」を同時に受検することができます。この場合は、

願書と自己ＰＲカードは１部のみ提出ですが、入学考査料は２回分になるので、願書の裏には2,200円の領

収書を２枚貼ることになります。 

  〈例〉各校の詳しい内容は、担任にお尋ねください。11月に配付される募集案内にも掲載されます。 

 高校名 種目等 定員 特別推薦の基準 実技検査  

豊多摩 

剣道 男女２名 

・本校の学業と部活動を両立し、か 
つ生徒の模範となりリーダーシッ
プをとれる者。 

・運動能力に優れ、東京都大会にレギ
ュラーとして出場経験がある者。 

・入学後3年間剣道部に所属し継続し
て活動する強い意志を有する者。 

・基本（切り返し、仕 
掛け技、応じ技） 

・互角稽古 

硬式野球 男２名 

・本校の学業と部活動を両立し、か 
つ生徒の模範となりリーダーシッ
プをとれる者。 

・野球技術、運動能力に優れ、入学 
後３年間野球部に所属し、継続し 
て活動する強い意志を有する者。 

・運動能力テスト 
  50m走 
  ハンドボール投げ 
  反復横跳び 
・基本技能テスト 
  キャッチボール 

ラグビー 男２名 

・本校の学業と部活動を両立し、か 
つ生徒の模範となりリーダーシッ
プをとれる者。 

・ラグビー技術、運動能力に優れ、入
学後３年間ラグビー部に所属し継
続して活動する強い意志を有する
者。 

・運動能力テスト 
  50m走 
  ハンドボール投げ 
  反復横跳び 
・基本技能テスト 
  ﾊﾟｽ･ｷｯｸ･1対1ｺﾝﾀｸﾄ 

（７）注意点 

   ・推薦で合格した場合は、他の都立高校、私立・国立高校を受験することは一切できません。 

   ・推薦受検を希望した場合、中学校に「推薦に関する誓約書」の提出をお願い致します。 

      ・例年、都立の推薦入試は大変な高倍率となっています。残念ながら不合格だった場合の手だてを慎

重に考えておく必要があります。 

   ・推薦で不合格になっても、一般入試（学力検査に基づく選抜）で同じ高校を受検することができま

す。推薦で不合格でも、一般入試（学力検査に基づく選抜）で合格するケースは多く、高校側も自

分の学校への進学意欲が高い生徒ととらえて歓迎しています。 

   ・推薦書は受験者が志望校まで取りに行く必要があります。 
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４ 学力検査に基づく選抜(第一次募集・分割前期募集) 
（１）日程 
 
 

事  項 日     時 

出  願 
※今年度変更 令和３年１月２９日(金)から２月４日（木）まで 

郵送（上記出願受付期間に、都立高校が指定する郵便局に必着（郵便局留）により受付 

志願変更 

        再提出 

 

  取下げ 

全日

制 

定時制 

定時制単位制 
定時制 

単位制 

以外 

チャレンジスクール 

一橋､浅草､荻窪､ 

砂川､八王子拓真 

新宿山吹､六郷工科､ 

飛鳥､東久留米総合､ 

板橋有徳､青梅総合 

全日制 ○ × × × 

定
時
制 

定
時
制
単
位
制 

チャレンジスクール 

一橋､浅草､荻窪､ 

砂川､八王子拓真 

○ ○ × × 

新宿山吹､六郷工科､ 

飛鳥､東久留米総合､ 

板橋有徳､青梅総合 

× × × × 

定時制単位制以外 × × × × 

 

取下げ 令和３年２月１２日(金)                     午前９時 ～午後３時  

願書再提出 令和３年２月１５日(月)                     午前９時 ～正午 

学力検査 令和３年２月２１日(日)                  集合 午前８時30分 

実技検査・

面接 
令和３年２月２１日(日)以後、各都立高校が定める日時 

合格発表 

※今年度変更      全日制       午前８時３０分（ＨＰ掲載） 

令和３年３月２日(火)            午前９時３０分（校内掲示） 

定時制        午前８時３０分（ＨＰ掲載） 

             午後４時（校内掲示） 

合格者入学

手続 

             全日制      午前９時３０分～午後３時３０分 

令和３年３月２日(火) 
定時制         午後４時  ～午後８時 

 
全日制          午前９時  ～正午 

令和３年３月３日(水) 

定時制          午後４時  ～午後８時 
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（２）出願手続 

ア 出願に必要な書類は次の通りです。 

        ・入学願書   （推薦と同様）  入学考査料2,200円(定時制950円)の領収証書を裏面に添付 

        ・調査書    （推薦と同様） 

    ・自己ＰＲカード（面接を実施する学校など一部） 

  イ 志望する高校内に２コースもしくは２部以上、または同一の学科内に２科以上ある場合は、すべて

のコースや部、科に志望順位をつけて出願することが出来ます。 

  ウ 願書提出後、１回に限り志願を変更することが出来ます。ただし、願書を一度取り下げた高校には

再提出できないなどの規定があります。 

（３）学力検査等 ※今年度変更 
 
  開始時間～終了時間 時間 実施教科  

集 合  午前 ８：３０   

第１時限  午前 ９：００～午前 ９：５０ ５０分  国 語 

第２時限  午前１０：２０～午前１１：１０ ５０分  数 学 

第３時限  午前１１：４０～午後 ０：３０ ５０分  英 語 

第４時限  午後 １：３０～午後 ２：２０ ５０分  社 会 

第５時限  午後 ２：５０～午後 ３：４０ ５０分  理 科 

 

        ＊英語の最初の10分間にリスニングテストを実施します。 

        ＊３教科で実施する高校は第３時限までで、その後面接等になります。 

    ＊学力検査を行わない高校では、面接等の時間割について別に定められます。 

    ＊国際高校と、学力検査を行わない高校の時間割は別に定められます。 

 

（４）選考方法 

     選考は、調査書、学力検査の成績、自己ＰＲカード、面接（小論文や作文、実技検査を実施する場合

はその結果）を総合した成績（「総合成績」と呼びます）と、入学願書による志望および都立高校長が必

要とする資料に基づいて行います。 

 

 ① 調査書点（換算内申点）の算出方法 

      調査書の「各教科の学習の記録」には、９教科について、中学校３年次前期および後期の12月31日ま

での総合成績を５段階で評定した数値が記載されます。これが、いわゆる「内申点」と呼ばれるもので

す。都立高校では、この調査書の成績を後述する算出方法によって換算し、「調査書点」（換算内申点）

として、選抜資料に用います。 

      ただし、コース制や特色のある高校では、調査書の特定の教科の成績に重みを付けて、傾斜配点にす

る場合もあります。 

 

    ＊「調査書」の５段階評定は「中学校３年次前期および後期の12月31日までの総合成績」であり、前期

の通知表の評定とも後期に出る通知表の学年評定とも違います。「調査書」の評定については保護者

宛に１月に「調査書記載事項通知書」で通知いたします。 
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   ５教科入試の場合 
 
  

学力検査あり 学力検査なし 合計 
 

教 

科 

国  数  英  社  理 

語  学  語  会  科 

 小 

 計 

 音  美  保  技 

 楽  術  体  家 

 小 

 計 
６５ 

満点 ５＋５＋５＋５＋５ ２５ (５＋５＋５＋５)×２ ４０ 

 

   ３教科入試の場合 
 
  

学力検査あり 学力検査なし 合計 
 

教 

科 

国  数  英 

語  学  語 

 小 

 計 

 社  理  音  美  保  技 

 会  科  楽  術  体  家 

 小 

 計 
７５ 

満点 ５＋５＋５ １５ (５＋５＋５＋５＋５＋５)×２ ６０ 

 

     注：小数点以下は切り捨てです。 

 

 ② 「総合得点」の算出方法 

   学力検査の得点は、５教科なら５００点満点です。この「学力検査の得点」と、前述の「調査書点」

（換算内申点）を合計したものを「総合得点」と呼びます。 

     「総合得点」は、各高校で決めた「学力検査の得点」と「調査書点」との割合に基づいて1,000点満点

となるように、再び換算されます。「学力検査の得点」と「調査書点」との割合については、全日制

課程の第一次募集・分割前期募集では、原則として、７：３、分割後期募集・第二次募集では、原則、

６：４になります(ただし、芸術及び体育に関する学科については、これに当てはまらない場合があり

ます)。また、定時制課程の第一次募集・分割前期募集では、原則として、７：３又は６：４のどちら

かを各高校が定め、分割後期募集・第二次募集では、原則、６：４になります。計算方法は下記の通

りです。 

  ◎７：３の場合 
 
 学力検査点５００点満点を７００点に換算 

     （自分の得点）÷５００×７００ 

調査書点６５点満点を３００点に換算 

     自分の調査書点÷６５×３００ 

 

 

  ◎６：４の場合 
 
 学力検査点５００点満点を６００点に換算 

     （自分の得点）÷５００×６００ 

調査書点６５点満点を４００点に換算 

     自分の調査書点÷６５×４００ 

 

 

＊ 傾斜配点がある場合は、その計算をした後の得点を総合成績の１０００点満点に換算します。 

（３教科で英語が２倍の時は４００点満点等） 
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 ③ 最終的な「総合成績」の算出方法 

   上記で算出した「総合得点」に加え、面接、作文、実技などの得点を加えたものが「総合成績」です。

この「総合成績」によって、最終的に合否が決定されることになります。 

 

  ア 学力検査だけで、面接や作文、実技等を実施しない高校 
 
 総 合 成 績  

学力検査点＋調査書点 

（総合得点） 
合計 １０００点 

 
 

  イ 学力検査に加えて面接や作文等を実施する高校 
 
 総 合 成 績  

学力検査点＋調査書点 

（総合得点） 
合計 １０００点 

面接点・作文点 

高校で決めた点 

実技検査点 

高校で決めた点 

 
 

＊ただし、エンカレッジスクールおよびチャレンジスクールでは学力検査は行わず、面接等その他の資料に 

よって合否を決定する。 
 

（６）選考に関わるその他の条件 

 ①男女別定員制の緩和 

   高校の募集定員は男女別に定められますが、募集定員の９割までは男女別に合格を決定し、残りの１割

は男女関係なく、成績の高い順に合格させる方法です。この方法により、男女のバランスは少し崩れる可

能性がありますが、より成績の高い生徒を合格させることができるわけです（普通科のみ）。 

   【実施校】 

   三田、向丘、日本橋、東、深川、大崎、目黒、田園調布、雪谷、桜町、千歳丘、深沢、松原、広尾、

鷺宮、武蔵丘、杉並、豊島、文京、大山、井草、練馬、青井、足立新田、江北、淵江、葛飾野、南葛

飾、葛西南、江戸川、小岩、多摩、府中東、拝島、神代、小平、日野、武蔵村山、永山、羽村 

 ②学力検査問題のグループ作成 

  都立の学力検査の問題は、基本的にはどの高校でも共通した問題で実施しますが、中にはその高校独自

で作成した問題を実施する高校があります。一昨年度より、国数英の３教科のみが下記の３つのグループ

ごとに共同で作成した問題となり、社会と理科は共通問題で実施します。また、全日制の第二次募集では

グループや自校作成問題はありません。 

 【実施校】 

  進学指導重点校：   日比谷、戸山、青山、西、八王子東、立川、国立 

  進学重視型単位制高校：新宿、墨田川、国分寺、 

＊昨年度まで実施していた併設型中高一貫教育校は、今年度から全教科共通問題により実施する。 

 （白鴎高校、両国高校、大泉高校） 

  ＊国際高校は英語のみ自校作成問題です。また、一部の定時制でも独自に作成した問題となります。 

 ②分割募集の実施 

  一般入試の募集人員を分割し、第一次募集期間における募集（分割前期募集）と第二次募集期間におけ

る募集（分割後期募集）の２回に分けて募集を行います。※下線はエンカレッジスクール 
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【実施校】  

   普通科：日本橋、八潮、田園調布、深沢、竹台、大山、田柄、青井、足立新田、淵江、南葛飾、蒲田

足立東、府中東、山崎、羽村、東村山、秋留台 

  コース制：田柄（外国文化） 

専門学科：中野工業（キャリア技術科）、練馬工業（キャリア技術科）、野津田（体育） 

   定時制：〔昼夜間三部制普通科〕一橋、浅草、荻窪、八王子拓真（一般枠）、砂川 

  

 ⑤その他 

   以下のような事情のある場合、所定の手続や書類を提出することによって特別な措置が講じられることが

あります。詳しくは進路担当者までお問い合わせください。 

・欠席の日数が多く、欠席の事情を説明する必要がある場合（本人の自由意志による「自己申告書」提出） 

・保護者と同居しない場合、あるいは保護者以外の身元引受人がいる場合（「具申書」提出） 

・病気、けが、障害などにより、学力検査に特別な措置を必要とする場合 

 

（７）高等専門学校について 

      東京都立産業技術高等専門学校（工業高専と航空高専が統合）の運営は、平成２０年度から公立大学

法人首都大学東京へ移管されました。問い合わせ等の窓口はそちらになります。 

東京都立産業技術高等専門学校は、一般入試の日程が違いますので注意してください（推薦入試の日

程は他の都立高校と同じですが、入試日は１月２７(水)となります。）。 

     願書提出：令和３年１月 ２９日（金）から ２月 ４日（木）まで 

        学力検査：令和３年２月１６日（火） 国数英の３教科 集合８時３０分 

        合格発表：令和３年２月１９日（金）  午前９時 

        入学手続：令和３年２月１９日（金）  午前９時～午後３時 

                ２０日（木）  午前９時～正午 

 

      願書提出は他の都立高校と同じ日程ですので、高専と他の都立高校との両方に願書を出すことが出来

ます。学力検査が高専の方が早いので、高専に不合格だった場合は願書を出してあった都立高校を受検

することができますが、高専に合格した場合は受検できません。 



 

 - １５- 

５ 学力検査に基づく選抜（分割後期募集および第二次募集） 
（１）日程       

     分割後期募集・全日制第二次募集日程 
 

 事  項 日          時  

出  願  令和３年３月 ５日(金)         午前９時～午後３時 

志 願 

変 更 

願書取下げ  令和３年３月 ８日(月)             午前９時～午後３時 

願書再提出  令和３年３月 ９日(火)               午前９時～正午 

学力検査  令和３年３月 １０日(水)               集合 午前８時30分 

実技検査・面接  令和３年３月 １０日(水) 以後、各都立高校が定める日時 

合格者の発表  令和３年３月１６日(火)               正午 

合格者入学手続 
 令和３年３月１６日(火)               正午  ～午後３時 

 令和３年３月１７日(水)               午前９時～正午 

 

      定時制第二次募集日程 
 

 
事  項 日          時  

出  願  令和３年３月２３日(火)         午後３時～午後７時 

学力検査 令和３年３月２６日(金)      集合  各都立高校が定める時刻 

合格者の発表  令和３年３月２９日(月)               午後３時 

合格者入学手続 
 令和３年３月２９日(月)               午後３時～午後７時 

 令和３年３月３０日(火)               午後３時～午後７時 

 

（２）受検できる高等学校 

      東京都全域の高等学校を受検できます（分割後期募集および第二次募集も学区は関係ありません）。 

   ここで「分割後期募集」とは、あらかじめ前期と後期との２回に分けて募集を行う場合の後期の募集

のことを指します。これに対して「二次募集」とは、一次募集で定員に満たなかった場合に足りない人

数だけを募集することを指します。したがって、「分割後期募集」を行う高校は事前にわかっています

が、二次募集を行う高校は一次の入学者が決定するまでわからないということになります。 

     また、推薦に基づく選抜及び第一次選抜において、手続きの如何にかかわらず、合格した者は、受検

することはできません。 

（３）選考方法等について 

   選考方法については一次募集にほぼ準じますが、学力検査は国数英の３教科となり、定時制課程では

必ず面接を実施します。また、学校によっては作文や実技を実施するところもあります。 

（４）注意点 

      分割後期募集および第二次募集は、定員が極端に少ないところに大勢の志望者が殺到するので、例年

大変な高倍率となっています。特に二次募集はどこの高校が行うかわからないので、最初から二次募集

をあてにするわけにはいきません。都立を志望する人は、そこまでよく考えて、第一次募集で受検する

高校を選ぶことが大切です。 
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６ デュアルシステム科について 
   平成16年度に開校した六郷工科高校にデュアルシステム科があります。また、葛西工業高校及び多摩

工業高校で平成30年度にデュアルシステム科を開校しました。この科は、企業と学校が連携し、高校生

が企業で長期の就業訓練を行ない、就業した部分を単位認定していくというシステムをとります。この

科への入学については、一般の都立高校とは別に実施要綱が定められていますので、お問い合わせくだ

さい。 

 

７ 定時制課程単位制高校について 

   定時制単位制高校の入学選抜についても、別途実施要綱が定められています。ここで言う定時制単位

制高校とは、次の高校を指します。 

・一橋高校（普通科３部制・昼夜間定時制） 

・浅草高校（普通科３部制・昼夜間定時制） 

・荻窪高校（普通科３部制・昼夜間定時制） 

・八王子拓真高校（普通科３部制・昼夜間定時制） 

・砂川高校定時制課程（普通科３部制・昼夜間定時制） 

・新宿山吹高校定時制課程（普通科４部制・情報科2･4部・昼夜間定時制） 

・六郷工科高校定時制課程（普通科・生産工学科・昼夜間定時制） 

・飛鳥高校定時制課程（普通科） 

・板橋有徳（普通科） 

・六本木高校（総合学科３部制・チャレンジスクール） 

   ・大江戸高校（総合学科３部制・チャレンジスクール） 

   ・世田谷泉高校（総合学科３部制・チャレンジスクール） 

   ・稔ヶ丘高校（総合学科３部制・チャレンジスクール） 

・桐ヶ丘高校（総合学科３部制・チャレンジスクール） 

・八王子拓真高校（普通科２部制・チャレンジ枠） 

・青梅総合高校（総合学科） 

・東久留米総合（総合学科） 

 

   このうち、六本木高校・大江戸高校・世田谷泉高校・稔ヶ丘高校・桐ヶ丘高校の５校は「チャレンジ

スクール（定時制課程単位制総合学科の高校を指す）」と呼び、出願の際に、調査書を提出せず、自己

ＰＲカードの代わりに「志願申告書」を提出するなど、他の都立高校とは違う点があります。また、一

般入試でも学力検査は実施せず、面接と作文で入学者選抜を行います。（八王子拓真高校のチャレンジ

枠も同様です。） 

   定時制単位制高校の受検を検討する場合には、先生とよく相談するとともに、それぞれの高校の特色

や内容、入試の方法や手続について、十分調べることが必要です。 

 

８ 都立国際高校の国際バカロレアコースについて 
  平成２７年４月に国際高校に設置された国際バカロレアコースは、海外の大学への進学を目指すため

の教育プログラムです。今年度も、下記の通り入学者選抜が実施されます。 

  ○検査日   令和３年１月２６日(火)、２７日(水) 

 

  ○検査内容  英語運用能力検査、学力検査(数学)、小論文、個人面接 
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９ インフルエンザ等学校感染症罹患者に対する追検査 
  第一次募集検査当日に、インフルエンザ等に罹患した者、学校保健安全法第１９条により中学校長に 

出席停止の措置を行った者又は新型コロナウィルス感染症への感染が疑われる者で、第一次募集で出願し 

た都立高校を受検することができなかった者のうち、希望する者に対してインフルエンザ等学校感染症罹 

患者に対する追検査の措置を行う。 

なお、追検査は第一次募集を実施する都立高校（全日制課程及び定時制課程）において実施する。 

分割募集を実施する都立高校においては、追検査を実施しない。 

 

＊追検査の措置を希望する者は、中学校長を経由して、令和３年２月２２日（月）午後５時までにインフ

ルエンザ等学校感染症罹患者に対する措置申請書により第一次募集において出願した都立高校に申請する。 

 
（１）日程   

 
 

事  項 日          時  

出  願  令和３年３月５日(金)         午前９時～午後３時 

学力検査 令和３年３月１０日(水)      集合  午前８時３０分 

合格者の発表  令和３年３月１６日(火)               正午 

合格者入学手続 
 令和３年３月１６日(火)               正午～午後３時 

 令和３年３月１７日(水)               午前９時～正午 

 

（２）出願・選考方法等について 

   出願に関しては、第一次募集と異なる。※ 

選考方法については一次募集にほぼ準じますが、学力検査は国数英の３教科となり、各教科１００点

満点とする。また、追検査で使用する検査問題（共通問題）は、分割後期募集・全日制第二次募集で使

用する検査問題（共通問題）と同一のものとする。 

また、学力検査以外の検査の実施は、面接、小論文、作文、実技検査から各都立高校が定めた方法に

より実施する。 
検査会場は、東京都教職員研修センター又は、東京都立川合同庁舎とする。 
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１０ 都立入試の注意事項 
  現在、都立高校は多様化・個別化が進み、それに伴って入試の形式もそれぞれの高校によって違ってい

ます。志望校の入試の内容や点数配分をよく理解して、準備する必要があります。主な注意点を以下に示

しますので、志望校の該当項目には必ず目を通しておきましょう。 

   〈推薦入試〉 

   ・推薦の割合（定員の何％を推薦でとるか） 

   ・調査書点は、「観点別学習状況の評価」を使うのか「９教科の評定」を使うのか 

   ・面接点の占める割合 

   ・「本校の期待する生徒の姿」をもとに、自己ＰＲカードや面接などの準備 

   ・小論文や作文、実技検査の有無と、それぞれの満点 

  〈一般入試〉 

   ・学力検査と調査書点の割合（７：３、６：４など） 

   ・学力検査は５教科か３教科か 

   ・グループ作成問題があるか 

   ・傾斜配点があるかどうか 

   ・「本校の期待する生徒の姿」をもとに、自己ＰＲカードの準備 

   ・分割募集をするかどうか 

   ・男女枠緩和を実施するかどうか 

   ・面接や作文、実技試験の有無とその満点 

 

＊都立高校と入学者選抜に関する詳しい情報を調べるには 

 都立高校について調べるには、東京都教育委員会のホームページ（http://www.kyoiku.metro.tokyo.jp/）

が便利です。「都立高校検索サイト」や「都立学校ホームページ」を利用してください。 
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Ⅲ 私立高等学校入学者選抜について 

 私立高校は入試のシステム、日程、手続、必要書類などについて、それぞれの高校独自に行っています。

私立高校を受験しようと思う場合は、必ずその高校の入試説明会等に参加し、十分な準備をしてください。 

東京都内の私立高校では、９月から10月にかけて、平成29年度入試の募集要項や学校案内、入学願書など

が袋に入ったセットが、各私立高校の窓口で販売され始めます。高校を見てくるよい機会ですから、各自で

新しいものを購入してきてください。 

 東京の私立高校について調べるには、東京私立中学高等学校協会のホームページ「東京私学ドットコム」

（http://www.tokyoshigaku.com/）が便利です。各学校のホームページにリンクされています。その他、会

場テストを主催している業者のホームページにもさまざまな入試情報が載っています。 

１ 推薦入試 

  その私立高校を第一志望とし、推薦条件を全て満たしている場合に、推薦入試という方法があります。 

（１）推薦入試の日程（東京都）                         

      １２月１５日（日）以降       入試相談（中学校の先生と私立高校の先生との相談）             

        １月１５日（金）以降       出願                 

        １月２２日（金）以降       推薦入試・発表・手続 

（２）推薦基準 

   私立の推薦は都立とは違い、非常に細かく具体的な推薦基準があります。その推薦基準をすべて満た

していなければ、推薦受験をすることはできません。 

 【ある私立高校の例】  ア．その私立高等学校を第一志望とする者   イ．出身中学校長が推薦する者 

         ウ．心身ともに健全で、かつ生活指導上問題のない者    エ．以下の推薦基準に該当する者 

             ３科合計９以上かつ５科合計１５以上、または９科合計２８以上の者 

             ３年間の欠席が５日以内、遅刻回数が１０回以内の者※ 

     オ．上記のア～エの条件をすべて満たす者 

       ＊私立高校の場合は、調査書の評定を「素点」（各教科の数値を合計したもの。都立のように２倍

などの計算をしたものは「換算内申」と言います）で計算しますので注意してください。 

（３）入試相談 

推薦入試の希望がはっきりし、中学校として責任持って推薦できると認められた生徒については、 

12月15日から始まる教員対象の入試相談で、中学校の先生が私立高校に書類を持参し、推薦入試につ

いて相談をします。私立高校では上記の「推薦基準」のほかにも、さまざまな観点（英検などの資格、

部活動や学校、地域での活動、特技等）をもっているので、そこが「相談」となるわけです。この入

試相談を通さないと推薦入試は受けられないという高校がほとんどです。 

 この時の相談で、私立高校側から推薦の合格の可能性（確約はしません）が述べられます。 

（４）選考について 

       高校によって方法は違いますが、一般的には学力試験は行わず、中学校長の推薦書と調査書、面接、

作文、その他実技などによって選考が行われます。推薦による合格者は、募集人員全体の50%までとな

っています。また、推薦入試で不合格になっても一般入試で再び受験することができます。 

（５）注意点 

      推薦で合格した場合には他の高校を受検することはできません。また、都立推薦同様、合格者は中学

校が責任を持って推薦した人物であるということですから、その自覚が必要となります。たとえ合格し

ても、その後の生活や勉強に問題が生じると、合格が取り消されるということもあります。 

このため、都立同様、推薦受験を希望する場合は、中学校長に「推薦に関する誓約書」の提出をお願い

しています。 
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２ 併願優遇 

  併願優遇とは、都立高校を第一希望としているが、そこが不合格だった場合に備えて特定の私立高校に

優遇してもらう手続きをしておくことを言います。第一希望は都立でも、私立としてはその高校以外の私

立は受験しないということになるので、一般入試よりかなり条件がよくなります。日程としても私立入試

が先にあるので気持ちに余裕を持って都立の試験に臨めるというメリットがあります。 

  ただし、一般的には、都立高校が不合格だった場合には都立の二次募集は受検できず、また他の私立高

校も受験できないので慎重に考える必要があります。都立一本では不安な場合、また私立の一般入試も不

安な場合等には有効だと思われますが、併願優遇のメリットとデメリットをよく考えて検討してください。 

 高校によっては、都立高校との併願だけでなく、他の私立高校との併願を認めているケースもありますの

で、詳しいことは、個々の学校の制度をよく調べてください。 

（１）併願優遇入試相談 

    併願優遇の場合も、推薦と同じ12月15日からの入試相談を行います。つまり、併願優遇を希望する

場合は、この時点で受験する私立高校を決定しておかなければなりません。推薦と同様、この時の相

談で、私立高校側から併願優遇の合格の可能性が述べられます。 

（２）併願優遇基準 

       推薦と違って他の高校に行く可能性があるため、併願優遇の基準については推薦よりも高い基準を

設定している高校がほとんどです。この基準を満たさなければ併願優遇はできません。 

（３）選考について 

       併願優遇は推薦とは違い、一般入試と同じように学力試験、面接等を行います。試験日程も一般試

験と同じで、一般受験者の中に混じって受験します。併願優遇はあくまで「優遇」であって、合格を

完全に約束するものではありませんが、前もって併願優遇基準を満たしており、高校側に了承を得て

いるため、よほどのことがないかぎり合格できると考えられます。 

（４）注意点 

       併願優遇も推薦の一種なので、心構えは推薦と同じです。中学校への誓約書もあります。また、併

願優遇はふつう第一志望が都立高校の場合ですが、他の私立高校を第一志望としてもよいという高校

もあります。ただし、併願優遇はすべての私立高校にあるわけではなく、併願優遇という制度そのも

のを実施していない私立高校もたくさんありますので、気をつけてください。 

３ 一般入試 

（１）日程（都内の私立高校の場合） 

        １月２５日（月）以降   出願 

        ２月１０日（水）以降   一般入試・発表・手続 

（２）選考方法 

       学力検査（国・数・英の３科が多いが、高校によって違う）、※面接、調査書等を総合的に判断し

て合否を決めます。 

   ＊ 都立高校の願書は中学校で配布しますが、私立高校の願書等は各自で購入します。学校見学等を

しながら用意してください。また高校によって用紙、様式、必要書類が違いますので、必ず確認し、

準備してください。 

（３）注意点 

       私立一般入試の合格手続については、都立の合格発表まで入学金の納入等を延期してくれる学校も

あります。この場合、「入学手続延期願」とか「入学時納入金延納願」というような書類を提出して

所定の手続をとることが必要になります。各高校によって方法が異なるので、よく確かめてください。 
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Ⅳ 国立高等学校について 

    都内には一般募集を行っている国立大学の付属高校が６校あります。有名大学への進学率が高く、設備

・学費の面でも恵まれています。入試は毎年高倍率の激戦で合格には相当高い学力が必要です。付属高校

と言っても上の大学への入学特典はありません。 

 

Ⅴ 高校進学以外の進路について 

１ 専修・各種学校 

   工業・調理・理容・服飾・家庭など、特定の職業や生活に役立つ技術を身につける学校です。中卒者が

入学できる専修学校は１～３年制の高等課程です。３年制高等課程の中には、一定の資格をとりながら、

大学受験資格が与えられたり、通信制高校と提携し、高校卒業資格が取れたりするところもあります。 

    高等専修学校の入学選考方法は、学校によって異なり、国語や数学、英語などの学科試験を行うところ

もあれば、書類審査や面接だけのところもあります。出願は11月頃から始まります。募集を数度にわたっ

て行う学校もありますが、早いうちの方が合格しやすいようです。また、高等学校との併願を認める学校

もあります。 

２ 都立高等職業技術専門校 

     職業に必要な知識と技能を身につけることを目的としています。１年間専門分野だけを学びます。中学

新卒者対象の推薦選考と一般人を含めた一般選考があります。推薦選考の方が入りやすいでしょう。 

     選考は、書類及び面接選考の結果に基づき合格者を決定します。（ただし、電気工事科及び自動車整備

科は簡単な数学のテストを行う。）なお、職業適性検査はあらかじめ中学校で実施し、その結果を調査書

に記入することになっています。 

     授業料、実習教材費等は無料で、１年コ－スと２年コ－スに通う人には、通学定期、学割が適用されま

す。また、訓練終了者には、職業安定所を通じて就職の斡旋もしてくれます。希望者は、中学校を通して、

もよりの高等技術専門校か職業安定所へ申込みます。 

３ 企業内学校 

     日野工業高等学園のように、企業内学校として中卒者を対象に企業に関する専門知識・技能を学ばせ、

卒業すると社員として採用されるところがあります。 

４ 就 職 

     中学３年生の就職選考は次のスケジュ－ルで決めていきます。 

    11月  職業安定所からの求人一覧表をもとに、家族や担任等と相談して希望する事業所について検討。 

    12月  希望の就職先を決め、応募書類を提出。 

    １月  採用試験を受ける。                         

     就職先を決める際には、担任や担当の先生とよく相談して、必ず職業安定所を通すようにしましょう。

職業安定所は、学校と連絡をとり、本人・保護者と面接して就職の相談をすることが法律で決められてい

て、給与面などの採用条件をめぐるトラブルを防いでもらえます。万が一トラブルが起こっても解決して

くれます。 

    ＊就職を希望する人は、早目に担任に申し出てください。 
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Ⅵ 資料編 

 １ 都立高校の出願についての注意事項 

（東京都立高等学校等入学者選抜実施要綱・同細目より抜粋） 
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２ 調査書の記入例 
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３ 都立入学願書 
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４ 合格通知書 
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５ 入学確約書 
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６ 学力検査等得点表・学力検査における答案の開示請求書 


